
�

理

事

長
　

田
口
　
宜
久

　

今
般　

三
期
目
の
理
事
長
職
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
皆
様
方
の
ご
理
解
・
ご
協
力

に
よ
り
大
過
無
く
運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
ま
で
以
上
に
ご

支
援
・
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
シ
ル
バ
ー
の
喫
緊
の
課
題
は
、
会
員
の
増
員

で
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
な
要
因
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
会
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
当
シ
ル
バ
ー
会
員
に
は
、
地
域
の
活
性
化
の
一

翼
を
担
っ
て
い
る
と
の
自
負
心
と
、
健
康
で
働
く
こ
と
の

で
き
る
喜
び
と
、
そ
し
て
、
仲
間
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共

有
し
て
い
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す

　

そ
し
て
、
労
働
の
対
価
と
し
て
得
ら
れ
る
配
分
金
（
賃

金
）
を
有
効
的
に
活
用
さ
れ
れ
ば
、
地
域
経
済
も
多
少
潤

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
よ
う
な
効
果

が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ど
ん
ど
ん

お
申
込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
度
の
重
点
目
標
と
し
て
①
法
令
順
守
の
励

行
（
法
律
に
則
し
た
行
動
）
②
説
明
責
任
の
励
行
（
納
得

の
い
く
説
明
）
③
公
益
法
人
会
計
に
則
し
た
経
営
（
経
営

の
健
全
）
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
方
か
ら
信
用
と
信
頼
を
得
ら
れ
る
組
織
と
し
て
、

引
き
続
き
努
力
を
傾
注
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
江
田
島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

大
柿
町
高
齢
者
能
力
活
用
協
会
及
び
能
美
町
・
沖
美
町
の

有
志
の
方
々
が
結
集
し
、
市
の
ご
支
援
に
よ
り
、
合
併
し

て
10
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
式
典

を
来
る
10
月
25
日
（
日
）
に
実
施
す
る
予
定
で
、
そ
の
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
式
典
及
び
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
に
は
多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
役
員
の
改
選
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
く
だ
さ

る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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議
事
は
、
河
下
議
長
に
よ
り
進
行
さ
れ
、

次
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

・
第
１
号
議
案
「
監
査
報
告
並
び
に
平
成

26
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
二
六
年
度

決
算
の
承
認
の
件
」

・
第
２
号
議
案
「
理
事
及
び
監
事
の
選
任

の
件
」

・
第
三
号
議
案
「
理
事
長
に
対
す
る
権
限

委
任
の
承
認
の
件

　

報
告
事
項
と
し
て
「
平
成
27
年
度
事
業

計
画
」
、
「
平
成
27
年
度
収
支
予
算
」
等

が
あ
り
ま
し
た
。�

Ｋ
．
Ｓ

理
事
長
に
田
口
氏
（
再
任
）

役職名 氏　　名

理　事 再任 上　田　英　夫

理　事 再任 大　年　正　光

理　事 新任 松　中　英　明

理　事 新任 山　崎　哲　男

理　事 再任 田　口　宜　久

理　事 再任 澤　岡　邦　恵

理　事 再任 東　谷　寛　明

理　事 新任 森　田　昭　人

理　事 再任 大　本　哲　朗

理　事 再任 飴　野　正　彦

理　事 再任 谷　本　正　行

理　事 新任 下　田　豊　子

監　事 新任 土　手　光　洋

監　事 再任 沖　井　遵　文

定時総会
平成27年度

河下議長

　

定
時
総
会
閉
会
後
、
臨
時
理
事
会
を
開

き
、
理
事
長
・
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事

の
選
任
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
理

事
長
に
は
田
口
宜
久
氏
が
再
任
さ
れ
、
二

年
間
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

副
理
事
長　

東
谷　

寛
明
（
再
任
）

　

常
務
理
事
は
田
口
理
事
長
が
兼
任

公益社団法人　江田島市シルバー人材センター役員名簿

（役員の任期は平成27年５月29日から平成
29年５月の総会の日まで）

会員数の推移

区　　分 男 女 計

平成22年度 180 50 230

平成23年度 179 48 227

平成24年度 174 43 217

平成25年度 161 45 206

平成26年度 150 49 199

　平成27年度定時総会が５月29日（金）午後１時
30分から江南ふれあいセンターで開催されまし
た。
　田口理事長の開会のあいさつに続き、市長代理
として、ご臨席いただいた峰崎福祉保健部長から
ご祝辞をいただきました。
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峰崎福祉保健部長

　

平
成
17
年
４
月
１
日
に
（
社
団
）
江
田

島
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
大
柿
町

高
齢
者
事
業
団
が
合
併
し
、
公
益
社
団
法

人
江
田
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

な
り
十
周
年
が
経
過
し
、
そ
の
記
念
式
典

を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

・
日
時　

　
　

平
成
27
年
10
月
25
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
か
ら
午
後
12
時
30
分

・
場
所

　

江
田
島
町
小
用　

　

江
田
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
内
容

　

式
典
及
び
講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

平成26年度決算 平成27年度予算

Ⅰ�収入合計 103,413千円 107,001千円

　⑴配分金収入 60,397千円 64,173千円

　⑵材料費収入 10,059千円 8,931千円

　⑶国市の補助金収入 18,580千円 20,500千円

　⑷会費収入 407千円 567千円

　⑸その他収入 13,970千円 12,830千円

Ⅱ�支出合計 103,027千円 111,509千円

　⑴支払配分金 60,397千円 64,173千円

　⑵その他支出 41,308千円 44,808千円

　⑶管理費 1,322千円 2,528千円

Ⅲ�単年度収支 386千円 △4,508千円

※決算は100円単位を四捨五入し、千円単位で表示しました。

技術群　200千円 
0%

技能群
16,977千円　21%

事務群　257千円 
0%

管理群
5,116千円　6%

外交群
1,479千円　2%一般作業群

56,440千円　70%

サービス群
289千円　1%

合計
80，758千円

事業別配分金

公共 民間 独自 計

29,911 30,218 268 60,397

事業別就業延人員

公共 民間 独自 計

7,428 9,086 152 16,666

配分金及び就業延べ人員

合
併
10
周
年
記
念
式
典
の

お
知
ら
せ

　

市
は
高
齢
化
率
が
41
％
と
な
る
中
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
第
２

次
江
田
島
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
「
協

働
と
交
流
で
創
り
だ
す
恵
み
多
き
島
え
た

じ
ま
」
を
目
指
し
多
様
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
は

地
域
の
担
い

手
と
し
て
大

き
な
役
割
を

果
た
さ
れ
て

お
り
、
今
後

も
幅
広
く
地

域
社
会
に
参

加
・
貢
献
さ

れ
る
こ
と
に

期
待
し
、
市

と
し
て
も
そ

の
活
動
に
対

し
、
協
力
と

支
援
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

平成26年度決算及び平成27年度予算

契約金額の内訳

総会会場

会
員
の
幅
広
い
地
域
社
会
へ
の

参
加
・
貢
献
に
期
待
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長
さ
２
ｍ
の
ワ
イ
ヤ
ー
２
本
と
４
種
類

の
部
品
を
使
い
ま
す
。
部
品
の
小
さ
な
穴

に
ワ
イ
ヤ
ー
を
通
し
、
輪
を
作
っ
て
い
き

ま
す
。
「
最
初
は
な
か
な
か
通
ら
な
か
っ

た
が
、
慣
れ
て
き
た
の
で
１
日
に
50
本
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
」
と
上
田
会
員
。

支える仲間
イ
ノ
シ
シ
の

�

罠
づ
く
り�

砂削り

スズメバチの撤去

網戸

公共施設の清掃

朝市

今は大忙しの最中です。網戸を
新調し、いやな蚊やハエなどの
虫の侵入を防ぎます。

江田島市の海の玄関のひとつ
です。早朝より毎日清掃し、
ゴミのない清潔なターミナル
にしています。

きれいで清潔な水を供給するた
めに、浄水池の清掃をします。

毎週土曜日、9時から11時30分まで販売して
います。
農作物の出荷希望者を募集しています。

イノシシの罠づくり 

農作物に食害を与
え、農地を荒らす
憎い猪を捕獲する
罠（ワイヤー）を
製作しています。

今からスズメバチの
活動期。安全防護服
を着用して、巣ごと
退治します
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われら町を盆灯篭製作

運転業務（派遣）
イベント参加

宿直

筆耕

市内のイベントに参加し、綿菓子やうど
んなどを販売し、来客に喜んでもらって
います。今後も継続して出店します。

江田島市や民間から依頼の
運転業務を会員派遣で行っ
ています。

江田島市役所江田島支所の宿日直の業務を
しています。時間外でも市民からの多くの
電話がかかります。

表彰状、卒業証書、招待状の封筒等を毛筆
で丁寧に記入します。

安芸地方は安芸門徒が多く、盆には
灯篭を立てています。寒い時期から
準備をし、現在は最終段階の製作作
業に入り、多忙の毎日です。

伐採

枯れた木や必要が
なくなった木を伐
採します。もちろ
ん安全を確認して
います。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
盆
灯
篭
の
注
文

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
注
本
数　

１
，
２
０
０
本

（
本
数
に
達
し
た
ら
締
め
切
り
ま
す
。
）

受
付
時
間　

平
日　

８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で

申
込
先　

（
公
社
）
江
田
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー�

電
話　

42
―
５
２
１
１

事
務
所
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
配
達
は
し
ま
せ
ん
。

盆
灯
籠
の
注
文
受
付
中
�
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講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
�

　

２
月
17
日
・
18
日
の
二
日
間
、
毎
年
恒

例
の
剪
定
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
旧
秋
月
小
学
校
で
、
第
二

日
目
は
旧
切
串
中
学
校
で
し
た
。

　

会
員
27
名
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に

宮
内
講
師
の
一
挙
一
動
に
目
を
凝
ら
し
、

顧
客
の
要
望
に
応
え
る
努
力
を
め
ざ
し
、

指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般

の
参
加
者
20
名
は
、
講
師
、
ベ
テ
ラ
ン
会

員
の
動
き
を
驚
き
の
眼
で
見
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
20
日
（
金
）
10
時
か
ら
、
鷲
部
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
「
鮭
の
幽
庵
焼
き
」

「
ほ
う
れ
ん
草
の
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
和

え
」
「
ご
飯
」
「
ミ
ル
ク
豚
汁
」
「
果

物
」
で
し
た
。
味
は
体
に
良
い
減
塩
料
理

で
５
６
１
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
す
。

　

調
理
も
簡
単
で
、
男
性
会
員
も
手
際
よ

く
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

Ｋ
・
Ｓ

安全運転講習会に参加して

剪
定
講
習
会
で
実
技
研
修
を

料
理
講
習
会

男
性
会
員
も
熱
心
に
料
理
実
習
を

　

厚
生
労
働
省
の
委
託
を
受
け
、
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
が
主
催
す
る

安
全
運
転
講
習
会
が
６
月
５
日
と
12
日
の

両
日
㈱
江
田
島
自
動
車
学
校
で
実
施
さ
れ
、

合
計
17
名
の
会
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
平
素
派
遣
事
業
の
運
転
業
務

に
携
わ
る
人
達
で
、
適
性
検
査
、
運
転
技

能
、
運
転
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

実
習
等
の
講
習

を
約
半
日
間
受

け
、
「
初
心
に

帰
っ
て
無
事

故
・
無
違
反
を

心
が
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
」

と
、
話
し
て
い

ま
し
た
。

松の剪定方法を先生の指導で研修中です

いざ！研修成果を実際に試しています

交通ルールをしっかり学んでいます

安全運転を目指して真剣に取り組んでいます

＝ 

事
務
局
だ
よ
り 

＝

（
新
規
職
員
の
紹
介
）

　

平
成
27
年
四
月
人
事
に
よ
る
新
規
職
員

及
び
退
職
職
員
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

（
新
規
職
員
）

　

事
務
局
次
長　

瀬
戸
本　

三　

郎

　

就
業
開
拓
員　

川　

嵜　

純　

司

　

大
柿
支
所
長　

住　

本　

千　

春

（
退
職
者
）

　

事
務
局
次
長　

三　

島　

雅　

司

　

大
柿
支
所
長　

重　

松　

鈴　

子
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高齢者の健康管理シリーズ　４０

熱中症を防ぐために

環境省資料による熱中症は予防が大切!!熱中症

30℃ 35℃

屋外では帽子

水分をこまめに摂取

日影を利用する

たくさん汗をかいたら塩分の補給も忘れずに!!
湿度が高いとき、風がないときは要注意!

・体などに水をかけたり、
　濡れタオルをあてて扇ぐなど、
　体を冷やす

体の異常発生

・まずは涼しい場所へ
・衣服（衣類）をゆるめる

太い血管のある脇の下、
首、足の付け根、
股の間を冷やす

スポーツドリンク・
食塩水（０.1〜０.2％）
などを飲ませる

このような症状があれば…

めまい、立ちくらみがある

吐き気がする・吐く

からだがだるい（倦怠感）

意識がない

体がひきつける（痙攣）

呼びかけに対し返事がおかしい

真直ぐに歩けない・走れない

高い体温である

頭ががんがんする（頭痛）

汗がふいてもふいても出てくる

筋肉のこむら返りがある（痛い）

足を高くして休みましょう
水分・塩分を取りましょう

自分で水分・塩分を
摂れなければ
すぐに病院へ

水や氷で冷やしましょう

首、脇の下、
足の付け根など

すぐに救急隊を要請する

重症度
� Ⅰ度

重症度
� Ⅱ度

重症度
� Ⅲ度

水分・塩分を補給しましょう
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江
田
島
町
小
用
み
な
と
公
園
で
２
月
１

日
、
江
田
島
カ
キ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
23
店
舗
が
出
店
し
、
天
気
も
良
く
会

場
い
っ
ぱ
い
の
人
出
で
、
大
変
に
ぎ
わ
い
、

殻
付
も
剥
き
身
も
行
列
が
途
切
れ
ず
、
大

盛
況
で
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

江
田
島
カ
キ
祭
り

か
き
カ
キ
マ
ラ
ソ
ン

に
出
店
し
て

真
道
山
森
林
公
園
の

イ
ベ
ン
ト

互
助
会
か
ら
は
、
大
豆
う
ど
ん
、
綿
菓
子
、

新
鮮
野
菜
、
竹
炭
製
品
の
販
売
を
し
ま
し

た
。
大
豆
う
ど
ん
４
３
４
杯
、
綿
菓
子

２
６
７
本
を
販
売
し
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

の
最
高
売
り
上
げ
を
記
録
し
ま
し
た
。
枝

葉
チ
ッ
プ
の
無
料
配
布
も
市
民
の
方
に
浸

透
し
て
い
る
の
か
、
手
押
し
車
持
参
で
来

ら
れ
る
方
も
あ
り
、
一
人
一
袋
で
も
す
ぐ

に
配
布
終
了
と
な
る
人
気
で
し
た
。

　

3
月
1
日
、
沖
美
町
高
祖
埋
立
地
を
主

会
場
と
し
た
、
江
田
島
市
「
か
き
カ
キ
マ

ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
、
雨
天
に
も
関
わ

ら
ず
約
１
７
０
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
走

し
、
家
族
を
含
め
る
と
３
０
０
０
人
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
り
盛
況
に
終
り
ま
し
た
。

　

互
助
会
で
は
、
13
名
の
会
員
が
お
手
伝

い
を
し
、
大
豆
う
ど
ん
、
綿
菓
子
を
販
売

し
ま
し
た
。
特
に
大
豆
う
ど
ん
は
、
雨
で

冷
え
切
っ
た
身
体
を
暖
め
る
の
に
好
評
で

し
た
。

　

あ
い
に
く
の
天
候
で
、
綿
菓
子
の
売
り

上
げ
は
例
年
の
半
分
以
下
で
少
し
淋
し

か
っ
た
で
す
。

　

６
月
６
・
７
日
、
真
道
山
森
林
公
園
音

楽
広
場
で
第
５
回
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
・
イ
ン
・
エ
タ
ジ
マ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
管
理
人
（
シ
ル
バ
ー
会
員
）
の

除
草
、
剪
定
作
業
の
お
か
げ
で
、
周
辺
は

整
備
さ
れ
、
側
道
の
ア
ジ
サ
イ
も
き
れ
い

に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

江
田
島
内
外
の
約
20
グ
ル
ー
プ
の
演
奏

で
、
普
段
は
静
か
な
谷
間
も
、
音
楽
で
彩い

ろ
ど
り

を
添
え
て
い
ま
し
た
。
江
田
島
小
学
校
金

　

来
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

互
助
会
だ
よ
り

管
バ
ン
ド
、
江
田
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

健
康
フ
ラ
ダ
ン
ス
フ
ラ
ガ
ー
ル
・
ア
ロ
ハ

レ
イ
等
の
お
な
じ
み
さ
ん
も
参
加
し
て
く

れ
、
来
場
者
や
出
演
者
も
夏
の
訪
れ
を
演

出
し
て
い
ま
し
た
。

　

互
助
会
で
は
、
会
員
２
名
を
配
置
し
、

綿
菓
子
の
販
売
を
し
、
盛
況
で
し
た
。

指
定
管
理
事
業

　

委　
員　
長　
　

大
本　

哲
朗

　

副
委
員
長　
　

條
島　

康
代

　

委　
　

員　
　

澤
岡　

邦
恵

　

委　
　

員　
　

下
田　

豊
子

　

委　
　

員　
　

平
本　

行
寛

　

委　
　

員　
　

上
田　
　

豪

　

委　
　

員　
　

沖
井　

遵
文

広
報
委
員
名
簿
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